　　　　　　　　　　　　訴状（少額訴訟）

　　　　　本件につき,少額訴訟による審理および裁判を求めます。

  　　　　 本年御庁に少額訴訟による審理および裁判を求める回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回

〒123-0045   東京都渋谷区南青山○丁目△番□号

　　　　　　　　　原告　　　　山　田　　太　郎

　　　　　　　　　電話　　　　０３－１２３４－５６７８

〒234-0056　 東京都品川区北品川○丁目△番□号１０１号

　　　　　　　　　被告　　　　山　本　　花　子

　　　　　　　　　電話　　　　０３－４３２１－８７６５
損害賠償請求事件

　訴訟物の価格　　　　金三〇万円

　貼用印紙額　　　　　金三千円

　　　　　　　　　　　請求の趣旨
1、 被告は、原告に対し、金三〇万円及び本訴状到達の翌日より年五分の割合による金員を支払え。

2、 訴訟費用は被告の負担とする。

　　との少額訴訟による判決ならびに仮執行の宣言を求めます。

　　　　　　　　　　　紛争の要点

1． 平成一〇年五月一六日、原告は被告に懇願され、引っ越し後の生活費ということで金二六万円を貸し付けた。その際に書いた借用書において、被告は平成一〇年五月二三日に三万円、同年五月二六日に三万円、平成一〇年六月五日に二〇万円を支払うと誓約している（甲一号証）。
2． ところが、期日になっても一向に返済がないので、催促したところ、平成一〇年七月四日には、同年七月三一日に一六万円、八月三一日に一二万円、合計二八万円を支払うとの誓約書を原告に対して送付しています（甲二号証）。

3． 被告は原告に対し平成一一年六月三〇日の時点で一万円を返済しているが、それ以降一切返済されていない。

被告は平成一〇年一〇月一三日にも返済していく旨の書面を原告に対して送っているが（甲三号証）、現時点で一万円以外の返済はない。

4． また、原告は被告に対して平成一一年六月八日付で内容証明書を出しているが、保管期間経過のため、当該内容証明書は返送された。（甲四号証、甲五号証）。同年八月一六日に再度送付した際には被告は受け取ってはいるものの（甲六号証）、原告に対し、何らの回答もなかった。

5． 被告には、民法五八七条に基づく返還義務が発生している。よって、原告は右理由に基づき、被告に対し利息も含めた金三〇万円の返還を求める。

　　　　　　　　　　　証拠方法
　　　１、甲第一号証　　　　　平成一〇年五月一六日付の被　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　告から原告に対する借用書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１通　　

　　　２、甲第二号証　　　　平成一一年七月四日付の原告から　　　

　　　　　　　　　　　　　　被告に宛てた手紙　　　　１通

　　　３、甲第三号証　　　　平成一一年一〇月一三日に被告か　　　　

　　　　　　　　　　　　　　ら原告に宛てた手紙　　　１通

　　　４、甲第四号証　　　　平成一二年一月八日付内容証明　　

　　　　　　　　　　　　　　書（写し）　　　　　　　１通

　　　５、甲第五号証　　　　平成一二年一月八日付内容証明　　

　　　　　　　　　　　　　　郵便封筒　　　　　　　　１通

　　　６、甲第六号証　　　　平成一二年二月一六日付内容証明　

　　　　　　　　　　　　　　書（写し）　　　　　　　１通　

　　　７、甲第七号証　　　　被告住民票　　　　　　　１通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　
　　　　　　　　　　　添付書類

　　　１、訴状副本　　　　　　　　　　　　　　　１通

　　　２、甲号証写し　　　　　　　　　　　　　計６通

　　　
　平成一二年　月　　日

　　　　　　　　　　　　上記原告　　　山　田　太　郎
東京簡易裁判所　御中

